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令
和
７
年
度
の
主
な
事
業

Ｊ
Ｒ
花
巻
駅
東
西
自
由
通
路
等
整
備
事
業

　

　
　
　
　決
算
額
…
２
億
４
１
７
６
万
円

　東
西
自
由
通
路
に
関
す
る
実
施
設
計
が

完
了
し
ま
し

た
。
ま
た
、

西
口
駅
前
広

場
整
備
に
つ

い
て
も
実
施

設
計
が
完
了

し
た
ほ
か
、

駐
輪
場
の
移

転
整
備
工
事

を
実
施
し
ま

し
た
。

図
書
館
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　決
算
額
…
２
２
５
０
万
円

　新
花
巻
図
書
館
の
整
備
基
本
計
画
を

策
定
。
基
本
・
実
施
設
計
の
実
施
事
業

者
を
公
募
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル

に
よ
り
選
定

し
、「
新
花
巻

図
書
館
整
備

基
本
・
実
施
設

計
業
務
委
託
」

を
契
約
し
ま

し
た
。

医
療
費
助
成
事
業

　

　
　
　
　決
算
額
…
４
億
７
７
９
７
万
円

　市
内
の
乳
幼
児
、
小
中
学
生
、
高
校
生
、

妊
産
婦
、
重
度
心
身
障
が
い
者
、
ひ
と
り
親

家
庭
な
ど
の
医
療
費
助
成
を
行
い
、
医
療
機

関
窓
口
で
の
支
払
い
負
担
を
軽
減
し
ま
し
た
。

定
住
促
進
事
業

　
　
　
　
　
　決
算
額
…
６
０
８
９
万
円

　子
育
て
世
帯
の
住
宅
取
得
や
空
き
家
バ
ン

ク
の
活
用
、
若
者
世
代
の
空
き
家
活
用
、
移

住
者
の
住
宅
取
得
な
ど
を
支
援
し
ま
し
た
。

高
齢
者
及
び
障
が
い
者
交
通
費
助
成
事
業

　
　
　
　
　
　決
算
額
…
２
２
２
４
万
円

　移
動
手
段
の
な
い
高
齢
者
や
重
度
障
が

い
の
あ
る
人
の
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
、
予
約

乗
合
交
通
の
利
用
に
つ
い
て
、
料
金
の
一

部
を
助
成
し
ま
し
た
。

観
光
イ
ベ
ン
ト
開
催
事
業

            

決
算
額
…
７
０
０
８
万
円

　大
迫
あ
ん
ど
ん
ま
つ
り
や
石
鳥
谷
ま
つ

り
、
土
沢
ま
つ
り
な
ど
の
開
催
を
支
援
し

ま
し
た
。

企
業
誘
致
推
進
事
業

　
　
　
　決
算
額
…
２
億
２
５
２
９
万
円

　流
通
業
務
団
地
内
の
用
地
取
得
や
産
業
団

地
な
ど
に
増
設
を
行
っ
た
企
業
な
ど
へ
の
支

援
、
企
業
訪
問
活
動
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

2026（R8）.11.13

収入（歳入）
家族で稼いだお金など

支出（歳出）家族の生活費など
　本市の決算を少しでも身近に感じていただけ

るように、令和７年度の一般会計決算額を年収

500万円の家計に置き換えて計算してみました。

※�実際の家計との比較になじまない部分もあり

ます

※収入と支出の差額は翌年に繰り越し

市の財政を家計に例えると・・・

◦食費（職員給与などの人件費）　　　　　　　　　　

◦���光熱水費（消耗品、委託料な

どの物件費）

◦�医療費・介護費（医療費助成

などの扶助費）

◦�家の増改築（普通建設事業費）

◦�子どもへの仕送り（特別会

計への繰出金）

◦�冠婚葬祭費（他団体への補助

費など）

◦�車や家財などの修理代

（施設などの維持補修費）

◦借金の返済（公債費）

◦貯金（積立金）

◦その他

支出合計

…　　72.7万円

…　　80.8万円

…　　86.3万円

…　　64.2万円

…　　32.3万円

…　　69.6万円

…　　11.9万円

…　　43.7万円

…　　18.4万円

… 　　6.3万円

… 　486.2万円

◦給与（市税）　　　　　　　　　　

◦���パート収入（施設使用料、　　　　

寄付金など）

◦�昨年からの繰り越し（繰越

金）

◦�親からの仕送り（地方交付

税、国や県からの補助金など）

◦借金（市債）

収入合計

…　　96.0万円

…　　93.9万円

…　　18.7万円

… 　257.7万円

…　  33.7万円

…   　500万円
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令
和
７
年
度 

決
算
報
告

【問い合わせ】

本館財政課

（☎41-3517）

　

令
和
７
年
度
の
本
市
の
決
算
が
、
９
月
定
例
会
で
認
定
さ
れ

ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
が
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
た
の
か
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▲

自主財源・依存財源／市税や施設使用料など、市が自らの収
入とすることができる財源が「自主財源」。地方交付税、国庫・
県支出金など、国や県から交付される財源と借入金が「依存財
源」。

▲

地方交付税／市の行政需要と財政力に応じて、国から
交付されたお金

▲

国庫支出金・県支出金／事業の財源として使
い道が特定された、国や県から交付されたお金

▲

市債／事業を
行うために、市が国や金融機関から借りたお金

▲

義務的経費／人件費など、支出することが制度的に義務付け
られている経費

▲

投資的経費／道路や学校の建設事業費など、
将来的に残るものに対する経費

▲

扶助費／児童・高齢者・障がい
者・生活困窮者などへの支援に要した経費

▲

公債費／過去に発
行した市債などを返すための経費

▲

補助費等／事務組合や各種
公益団体に対する補助金などの経費

▲

物件費／施設の光熱水費
や各種委託料などの経費

▲

繰出金／一般会計から国民健康保険
特別会計などの特別会計へ支出した経費
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自
主
財
源
は
、
代
表
的
な
市
税
が
７
億
５
４
４
４
万
円
増
加
し
た
も

の
の
、
寄
付
金
の
減
少
な
ど
に
よ
り
８
億
６
０
８
４
万
円
（
３
・
１
㌫
）

減
少
し
ま
し
た
。
ま
た
、
依
存
財
源
は
、
代
表
的
な
地
方
交
付
税
が

３
億
５
２
８
８
万
円
増
加
す
る
な
ど
、
20
億
２
４
２
６
万
円
（
５
・
７
㌫
）
増

加
し
ま
し
た
。
歳
入
全
体
で
は
、
11
億
６
３
４
２
万
円
（
１
・
８
㌫
）
増
加
し

ま
し
た
。

　

義
務
的
経
費
は
、
食
料
品
等
物
価
高
騰
支
援
給
付
金
の
増
加
な
ど
に
よ
る

扶
助
費
の
増
加
に
よ
り
12
億
３
４
５
０
万
円
（
５
・
０
㌫
）
増
加
。
投
資
的
経

費
は
、
保
育
施
設
環
境
整
備
支
援
事
業
費
の
増
加
な
ど
に
よ
る
普
通
建
設
事

業
費
の
増
加
に
よ
り
、
23
億
６
６
９
０
万
円
（
39
・
２
㌫
）
増
加
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
経
費
は
、
定
額
減
税
補
足
給
付
金
の
減
少
な
ど
に
よ
る
補
助
費
等

の
減
少
に
よ
り
、
18
億
４
４
７
万
円
（
６
・
１
㌫
）
減
少
し
ま
し
た
。
歳
出
全

体
で
は
、
17
億
９
６
９
３
万
円（
３
・
０
㌫
）増
加
し
ま
し
た
。

歳入（入ってきたお金） 641億7,666万円

歳出（使ったお金） 624億591万円


